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第１Ｐ

両チームハーフコートマンツーマンディフエンス、両チーム堅さが目立つスタート。

本庄東＃８フリースローを得るも決まらず、両チームチャンスは作るが得点ならず。

開始１分半、本庄東＃８ブレイクで得点ゲームが動き出す。続いて＃６の３Pと本庄東連続得点。

厳しいディフェンスに手こずる滑川総合だが＃５．７．８と加点で頑張る。

オフィシャルタイムアウトは１０：１０イーブン。その後両チーム互角に戦い、２３：２３で１P終了。

第２Ｐ

両チーム変わらずハーフコートマンツーマン。ペネトレート中心に両チーム攻めるがディフェンスのカバーもよく

タフなシュートとなる。ミスショットが多くなると、よりリバウンドの差が得点につながる。

本庄東はバランスよくほぼ全員得点、OF・DF両方のリバウンドで本庄東が勝り、４２：３６と６点差で前半終了。

第３Ｐ

両チーム変わらずハーフコートマンツーマンディフェンス。後半立ち上がり滑川総合＃６・４らの連続得点で

一気に同点とする。その後ハーフコートバスケットではイーブン。

トランジッションの差の分だけ本庄東がリードし、６２：５２で３P終了。

第４Ｐ

変わらず両チーム激しいハーフコートマンツーマンディフェンス。そこを切り裂くように本庄東＃７の

ドライブからの得点で流れは本庄東。残り５分３０秒で再度１０点差、さらに本庄東＃７が加点して

７１：５９でオフィシャルタイムアウト。

滑川総合２－３ゾーンでリズムを変え本庄東を追い込むが８３：７５で本庄東の勝ち。
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